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令和５年度精度管理評価事業について
１．概要
区市町村が実施するがん検診事業の評価を行い、課題を明らかにするとともに、区市町村に

フィードバックすることで、自治体の現状認識・改善に向けた取組を促し、東京都全体のがん検
診の質を高めることを目的として、都内62自治体に対して3つの調査を実施する。

②プロセス指標調査 ③市区町村用チェックリスト実施状況調査①実施状況調査
調査目的
検診の質を確保するための「プロ
セス指標」の把握
実施方法
①と同方法で実施

調査対象年度・内容
＜令和４年度検診分＞
検診受診率

＜令和３年度検診分＞
検診受診率、要精検率、精検受診
率、精検未受診率、精検未把握率
がん発見率、陽性反応適中度

調査目的
検診の質を確保するための「技術・体制指
標」の把握
実施方法
国立がん研究センターからの依頼により都
が調査を実施。都は都内62自治体の回答集
計・聞き取りを行う。

調査対象年度・内容
〈令和５年度検診分〉
がん検診実施体制整備に関する調査

（調査項目例：受診者の情報管理、精検結果の把
握、精検未受診者特定と受診勧奨、検診機関の質
の担保等）
〈令和３年度検診分〉
プロセス指標把握に関する調査

（調査項目例：受診率、要精検率、精検受診率、
がん発見率、陽性反応的中度等の集計等）

調査目的
指針に基づく検診の実施および
指針外の検診実施状況の把握
実施方法
東京都が作成した調査票を都内62
自治体へ配布。集計は東京都立がん
検診センターへ委託
調査対象年度
令和５年度実施検診分
調査内容
●指針に基づく、がん種（胃・肺・
大腸・子宮頸・乳。以下「５がん」
と言う。）・検診方法・対象年齢・
検診間隔にて検診を実施しているか。
●指針外の検診方法、対象年齢、が
ん種の検診を実施しているか。

２．各調査詳細

３．結果の活用 上記調査結果を区市町村支援に活用していく



令和５年度精度管理評価事業（令和３～５年度検診実施分）精度管理指標の集計と公表の流れ（予定）

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

4月 3月 4月 6月 3月 4月 6月 8月 9月 3月 4月 6月 3月

区
市
町
村

東
京
都

国(

参
考)

国
報
告

国
報告

R３がん検診 精検結果把握

R３がん検診 受診率把握

R３がん検診 R４がん検診
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精度管理指標の集計と公表の流れ

国
報告

R４がん検診 精検結果把握

R４がん検診 受診率把握

第1回
がん部会

本日

第2回
がん部会

調査票配布
（R3~R5検診分）

回収

（集計委託）

とりまとめ

評価結果公表
（R3~R5検診分）

【R4地域保健・健康増進事業報告】
※R4の受診率、R3のプロセス指標

【R5地域保健・健康増進事業報告】
※R5の受診率、R4のプロセス指標

調査票
配布 回収 公表（国）

区→国
市町村➡都統計担当→国

調査票
配布 回収 公表（国）

区→国
市町村➡都統計担当→国



プロセス
指標

精密検査

検 診

精検不要

結果把握

検
診
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象
者
へ

受
診
勧
奨

受
診
率

要
精
検
率

精
検
受
診
率

精
検
未
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握
率

精
検
未
受
診
率

が
ん
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見
率

陽
性
反
応
適
中
度

技術・体制的指標

Ⅰ科学的根拠に基づく検診

Ⅱ精度管理、Ⅲ受診率向上

①実施状況調査票

②国チェックリスト
（市区町村用）

③結果入力シート

検診の運用状況を評価

検診の運用結果を評価

検診の流れ

調査票の種類（イメージ図）
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実施状況調査票の変更案（胃がん 指針外検査について）

5

変更前

変更後案
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実施状況調査票の変更案（子宮頸がん 指針外検査について）

変更前

変更後案
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結果の公表

東京都保健医療局HP「とうきょう健康ステーション」のうち、

「受けよう！がん検診」に掲載（https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kensui/）

調査結果に関する公表データ（区市町村の状況）

●区市町村別がん検診の実施状況一覧

指針への対応状況について総括

●区市町村別精度管理評価事業結果シート（プロセス指標等一覧）

検査方式ごとに調査結果をもとに評価
・チェックリスト実施率に基づきレーダーチャートを作成
・評価結果として、プロセス指標・チェックリスト実施率に関するコメントを掲載

●精度管理の状況（７指標）

①受診率、②要精検率、③精検受診率、④陽性反応適中度、⑤がん発見率、⑥精検未
受診率、⑦精検未把握率について高値順にそれぞれグラフを作成

●「事業評価のためのチェックリスト（市区町村用）」実施状況の評価結果及び回答一覧

・実施率の高値順にグラフを作成
・区市町村の各項目への回答一覧を作成

https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/kensui/


区市町村別がん検診の

実施状況一覧
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結果の公表（イメージ図①）

区市町村別精度管理評価事業

結果シート

〇〇区



指標 掲載の基準 コメント内容

受診率
受診率 ≧50％ 目標値を達成しています。

引き続き受診率の向上に取り組んでください。

受診率 <50％ 目標値未達成のため、
受診率50％を目指して取り組んでください。

精検受診率
精検未受診率
精検未把握率

精検受診率 ≧90％ 目標値を達成しています。
引き続き精検受診率の向上に取り組んでください。

70％≦ 精検受診率 <90％ 許容値を満たしています。
目標値90％の達成に向けた取組の強化をご検討ください。

精検受診率 <70％
かつ

未受診率 0％

未受診者の把握が課題です。
未受診者の把握による精検受診率向上に努めてください。
【取組例】精検受診勧奨・再勧奨の実施、要精検者への精検実施医療機関

リストの提示、精検結果報告書の導入、
要精検者本人へのアンケート調査等

精検受診率 <70％
かつ

未受診率 < 未把握率

未把握率が高値です。改善に向けた取組をご検討ください。
【取組例】精検結果報告書の導入、要精検者本人へのアンケート調査、

要精検者への精検実施医療機関リストの提示等

精検受診率 <70％
かつ

未受診率 > 未把握率

未受診率が高値です。改善に向けた取組をご検討ください。
【取組例】精検受診勧奨・再勧奨の実施、要精検者への精検実施医療機関

リストの提示等

要精検率 ―
（必ず掲載）

指標値を注視し、極端な高値あるいは（許容値を満たしていても）極端な低値がある場合は、
受診者集団におけるがん有病割合の偏り（年齢層や、（非）初回受診者の割合の偏り、有症
状者の検診受診等）や、要精検の判定基準の問題や、精検受診率の低値等が原因として想定
されます。改善に向けた取組をご検討ください。
【取組例】まずは受診者の特性を分析し、有症状者を診療へ誘導する体制

の整備や、受診率の低い層への重点的な受診勧奨を検討する。
次に検診機関の検査方法、検査体制、判定基準等を確認し、
不適切な点がある場合は、改善する。
また精検受診率が低い場合は、向上を目指す。

がん発見率
陽性反応適中度

―
（必ず掲載）

区市町村別精度管理評価事業結果シートにおけるプロセス指標に対する評価コメント
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結果の公表（イメージ図②）

精度管理の状況

（受診率を含む7指標）

「事業評価のためのチェックリスト

（市区町村用）」実施状況の

評価結果及び回答一覧
※右図は評価結果



結果の公表変更（案１）
プロセス指標棒グラフを男女別から検診方式別（集団・個別）表示へ変更
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